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る
。
本
堂
と
木
造
薬
師
如
来
座

像
、
塑
像
十
二
神
将
像
が
国
宝

で
あ
る
。

　
隣
接
す
る
鏡
神
社
の
由
緒
は

祭
神
の
一
人
で
あ
る
藤
原
広
嗣

の
歌
・
桜
花
を
娘
に
贈
っ
て
「
こ

の
花
の
　
ひ
と
よ
の
う
ち
に
百

種
の
　
言
そ
籠
れ
る
　
お
ほ
ろ

か
に
す
な
」（
万
葉
集
巻
８
　

１
４
５
６
）
と
あ
る
。

　
最
後
は
正
暦
寺
（
菩
提
山
町
）。

正
暦
３
（
９
９
２
）
年
、
一
条

天
皇
の
勅
命
に
よ
り
兼
俊
僧
正

（
藤
原
兼
家
の
子
）
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
た
。
治
承
４
（
１
１

８
０
）
年
、
平
重
衡
の
南
都
焼

き
討
ち
の
際
、
類
焼
し
て
全
山

類
焼
し
た
。
そ
の
後
、
再
建
さ

れ
た
が
、
現
在
で
は
福
寿
院
客

殿
と
本
堂
・
鐘
楼
を
残
す
だ
け

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
日
本

酒
発
祥
の
地
で
、
荘
園
か
ら
製

造
し
て
い
た
。

　
重
文
の
本
尊
金
銅
薬
師
如
来

奇
（
人
偏
を
付
け
る
）
像
は
秘

仏
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
達
の

拝
観
日
は
た
ま
た
ま
瑠
璃
殿
（
宝

物
館
）
で
公
開
さ
れ
て
い
た
。

　
12
月
７
日
ス
タ
ー
ト
の
四
国

大
学
後
期
公
開
講
座
で
、
研
修

旅
行
に
同
行
し
て
く
れ
た
田
中

省
造
先
生
は
、
五
劫
院
境
内
に

あ
る
万
葉
歌
碑
に
つ
い
て
補
足

説
明
さ
れ
た
。

　「
水
沫
な
す
　
も
ろ
き
命
も

　
栲
縄
の
　
千
尋
に
も
が
と
　

願
い
暮
ら
し
つ
」（
万
葉
集
９

０
２
）。

　
現
代
訳
「
水
の
泡
の
よ
う
に

　
は
か
な
い
命
も
（
栲
＝
木
扁

＝
縄
）
千
尋
ほ
ど
も
長
く
あ
っ

て
ほ
し
い
と
　
願
い
暮
し
た
」。

　
こ
れ
は
山
上
憶
良
の
歌
で
、

自
分
の
死
が
近
い
こ
と
を
悟
っ

て
詠
ん
だ
の
で
な
い
か
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
歌
が
な
ぜ
五
劫

院
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

判
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
。

　　　
12
月
２
日
、
９
月
に
鳴
門
市

の
大
麻
比
古
神
社
へ
古
事
記
に

題
材
を
取
っ
た
作
品
を
奉
納
し

た
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
マ
ー
ク

エ
ス
テ
ル
さ
ん
（
千
葉
県
成
田

　　

市
在
住
）
の
来
日
45
年
を
祝

う
式
典
が
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
徳
島
勢
13

人
を
含
め
て
３
百
人
も
の
出
席

者
が
あ
っ
た
。
総
理
大
臣
夫
人
・

安
倍
昭
恵
さ
ん
を
見
掛
け
て
挨

拶
し
た
が
、
デ
ビ
夫
人
も
い
た
。

　
マ
ー
ク
さ
ん
は
体
調
不
良
の

よ
う
で
、
挨
拶
の
途
中
、
椅
子

に
座
っ
て
挨
拶
を
続
け
た
。
45

年
と
い
う
中
途
半
端
な
時
期
に

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
の
は
、

体
調
が
影
響
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
徳
島
勢
で
は
徳
島
剣
山

世
界
農
業
遺
産
支
援
協
議
会
副

会
長
の
林
博
章
先
生
が
挨
拶
、

鴨
島
町
の
吉
野
美
苑
さ
ん
が
白

紙
に
「
神
」
と
大
書
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
中
内
正
子
さ
ん
の
三
番

叟
が
披
露
さ
れ
た
。

　　
こ
の
日
、
東
京
池
袋
で
中
央

大
学
同
期
５
人
の
同
窓
会
を
開

い
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
時
間

が
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
筆
者

は
余
分
に
航
空
券
１
３
５
０
０

円
を
払
い
別
の
便
に
乗
り
参
加

　

し
た
。
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま

で
同
窓
会
で
過
ご
し
、
午
後
６

時
か
ら
マ
ー
ク
さ
ん
の
パ
ー
テ

ィ
ー
に
出
席
、
そ
の
夜
は
東
京

り
ん
か
い
線
・
品
川
シ
ー
サ
イ

ド
駅
前
の
「
ハ
ー
ト
ン
東
品
川
」

と
い
う
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
の

で
、
結
構
忙
し
か
っ
た
。

　　　
同
窓
会
を
２
日
に
済
ま
せ
た

た
め
、
３
日
が
丸
々
空
い
た
。

そ
こ
で
文
京
区
目
白
台
の
永
青

文
庫
（
細
川
護
熙
理
事
長
）
で

開
催
中
の
「
春
画
展
」
へ
出
掛

け
た
。
大
英
博
物
館
か
ら
の
特

別
出
品
も
含
め
、
約
１
５
０
点

が
４
階
か
ら
２
階
ま
で
埋
め
尽

く
し
て
い
る
。
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
若
い
女
性
も
多
く
、

ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
21
日
、

開
幕
か
ら
84
日
で
見
学
者
が

20
万
人
を
突
破
し
た
。

　
春
画
は
人
間
の
性
愛
を
描
い

た
浮
世
絵
の
総
称
。
歌
川
国
貞
、

鈴
木
春
信
、
鳥
居
清
長
、
喜
多

川
歌
麿
、
葛
飾
北
斎
な
ど
、
浮

世
絵
の
大
家
達
の
作
品
が
目
白

　　

押
し
で
あ
る
。
余
り
に
も
多
く

て
不
感
症
に
な
っ
た
が
、
色
使

い
の
鮮
や
か
さ
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。

　
こ
の
後
、
バ
ス
で
上
野
に
行

き
、
上
野
の
森
美
術
館
で
「
肉

筆
浮
世
絵
　
美
の
競
演
」
を
見

た
。
こ
ち
ら
も
喜
多
川
歌
麿
や

葛
飾
北
斎
ら
浮
世
絵
師
た
ち
が

描
い
た
江
戸
美
人
１
０
０
選
。

音
声
ガ
イ
ド
を
借
り
て
鮮
明
な

色
彩
の
美
人
達
を
見
て
回
っ
た
。

こ
の
夜
、
品
川
プ
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
39
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
旧

友
と
会
い
、
東
京
タ
ワ
ー
の
夜

景
を
楽
し
ん
だ
。

　　　
元
小
松
島
市
長
で
文
理
大
学

教
授
の
西
川
政
善
さ
ん
（
73
）

が
「
地
方
か
ら
見
る
『
日
本
政

治
』
1
考
察
」
を
出
版
、
12

月
６
日
に
徳
島
駅
前
・
阿
波
観

光
ホ
テ
ル
で
講
演
会
と
出
版
披

露
及
び
祝
賀
会
を
開
い
た
。
講

演
は
徳
島
白
門
会
の
主
催
、
講

師
は
西
川
さ
ん
の
同
期
、
国
際

政
治
学
者
・
堀
本
武
功
さ
ん
で
、

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
印
関
係
」

だ
っ
た
。
西
川
さ
ん
は
昨
年
、「
阿

波
戦
争
」
を
出
版
し
て
い
る
。

　
な
お
、
筆
者
は
こ
の
正
月
で

満
78
歳
と
な
り
ま
し
た
。
従

っ
て
「
喜
寿
談
義
」
か
ら
「
傘

寿
談
議
」
へ
と
昇
格
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

桜
咲
く
バ
チ
カ
ン
報
告

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

皇室関係者を祀る泉涌寺

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

不
思
議
の
世
界
覗
く

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

トルコ･バチカンの話(筆者)

春
画
展
と
浮
世
絵
展

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

西
川
さ
ん
が
新
刊
本

じ

な
お
ら
い

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

マ
ー
ク
来
日
45
年
祝
う

宇
和
海
の
日
振
島
再
訪

「
寅
の
大
水
」
標
柱
３
㍍

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
で
再
会

庭で実ったモモ

イングリッシュローズの2番花

出版パーティ予定の林博章先生

藤原純友の碑周辺の清掃

げ
ん
ば
の
す
け

こ
と

藤
崎
電
機
が
竹
発
電

左から3人目が時広さん、4人目が水谷先生

戸島へ移りバーベキュー

りこうなツバメの子育て

長
尾
勝
男
氏
が
死
去

車
庫
に
ツ
バ
メ
の
巣

18

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
講
演

石
井
か
ら
も
賛
助
会
員

と
う
が
ん

徳島から参加の女性陣と

古代布の材料

正暦寺の秘仏・金銅薬師如来倚像

戦没学徒の慰霊祭

急
遽
の
同
窓
会

し

え
ん
げ
つ
き
ょ
う

も
も

で
　
こ

定
子
に
仕
え
た
清
少
納
言

せ
ん
に
ゅ
う
じ

じ
ゅ
だ
い

お
ん

正
暦
寺
は
御
開
帳
日

マークさんのパーティー(帝国ホテル)

あ

春画展でにぎわう永青文庫

西川政善さんの出版会

く
さ

こ
も

し
ょ
う
り
ゃ
く
じ

み
な
わ

た
く
な
わ

ち 

ひ
ろ


